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熊本県、すなわち旧肥後国には、縄文時代から古墳時代までの遺跡が数多く存在し、それら

の遺跡に関する考古学的研究が積み重ねられてきた。しかし古墳時代以降、すなわち歴史考

古学といわれる分野においては、かなりの資料が存在するにもかかわらず、いま一歩立ち遅れ

た観がある◎

熊本県内の古瓦について、最初に考古学的考察を加えられたのは、下林繁夫氏であった。下

林氏は、大正15年、『熊本県下における古代礎石と古瓦』と題する報文を発表､国分寺・古府中・

浄水寺跡・陳内・明言院・'悟真寺・十蓮寺・立願寺・渡鹿・正院厳島神社・瀬戸坂・豊国社跡

・熊本城の古瓦の紹介を行った文献がいくつか発表されたが、いずれも表採資料によるもので

あった。

しかし、戦後になってから、遺跡の発掘調査が本格的にすすめられ、古瓦資料は飛躍的に増

加した。

昭和29年の立願寺廃寺、昭和32年～33年の陳内廃寺、昭和34年～35年の渡鹿廃寺、昭和35年

の興善寺、昭和41年の肥後国分尼寺、昭和46年の肥後国分寺など、発掘調査が続々と実施され

た。殊に、調査活動の中心にあった松本雅明氏は、その調査報告を次々に発表され、肥後の古

瓦及び古代遺跡の研究の基礎を築かれるとともに、従来、表採資料の紹介にとどまっていた古

瓦研究を大きく進展されたのであった。

現在、肥後国内における古瓦出土地は、125ケ所に及んでいる。

125ケ所の内訳は、寺院跡26ケ所､官簡跡l]ケ所、窯跡15ケ所、散布地69ケ所となっている。

このうち、軒先瓦を出土する遺跡に限ってみても、その数は30ケ所を越え、その大半は寺院跡

である｡

寺院跡を中心に出土する古瓦を概観・分類するにあたって、製作技法の説明から始めること

にする。

瓦には、軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦・鬼瓦・鴎尾・樫先瓦・隅木先瓦・礎斗瓦・面戸瓦．

雁振瓦・嬢羽瓦・烏裳などがあり、碑もこれに準ずる。この中で、量的に多く技法的な分析が

なされているのは、軒丸瓦・軒平瓦・丸瓦・平瓦の4種である。

平瓦には、桶巻き作りと一枚作りがある。桶巻き作りは、桶様の模骨に布をはり、その上に

粘土をまわして叩きしめたものであり、粘土ひと巻きによりできる枚数によって、2～4枚作

りに分けられる。一枚作りは、平瓦一枚の大きさの凹型、もしくは凸型の台の上に布を敷き、

粘土をつめて叩きしめるものである。
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桶巻き作りでは、①平瓦の側面部に内面（布目のある方）から切断のための切込みがある。

②粘土板の重ね目がある。③粘土紐を巻き上げた痕跡がある。④布の継ぎ目がある。のいずれ

かで判断でき、一枚作りは、側面に布目が及ぶことで判明する。

桶巻き作りは、飛烏時代からみられ、全国にその技法が及んだ。一枚作りは、白鳳の頃畿内

に出現したが、周辺には及んでいない。熊本では、すべて桶巻き作りで製作されている。

桶巻き作りには、一枚の粘土板を番線で切りだしたもの（糸切り痕をとどめることで知られ

る）と、粘土紐を巻き上げて作るものとがあり、陳内廃寺では両者が共存し、国分尼寺では後

者が多い。

丸瓦には、行基葺丸瓦・行基葺方形丸瓦・玉縁付丸瓦の3種がある。行基葺方形丸瓦は南滋

賀廃寺など白鳳期の一部の寺院にみられるにすぎない。

丸瓦の作り方は、平瓦と同種で、2～4cm幅の板（模骨）を桶状につないで布を巻き、粘土

をまわして叩きしめたもので、内面に切断のための切込みを入れて2分割して作るも

丸瓦にも、一枚の粘土板をめぐらすものと、粘土紐を巻き上げるものの2種類があり、国分

尼寺の丸瓦は後者でつくられる。

なお、豊前地方では、模骨は板ではなく竹で桶状のものを作り、丸瓦の製作にあたったこと

が知られるものが多い。

平瓦・丸瓦ともに凸面は叩き板でしめられるが、この叩き板の文様により、縄叩き・格子叩

きがあり、さらに叩きのあとへラナデを施して無文になったものもある。なお、九州では、こ

の叩きの文様に青海波文などがみられることがあり、須恵器工人の製作になるものと認められ、

7世紀後半を上限とする須恵器工人の瓦作りへの参加の証跡は、平安時代の末期まで各地に認

められるところである。

軒先瓦の製作技法、とりわけ瓦当文様の成形については近藤喬一氏の研究があり、今それを

要約してゆこう。これは、瓦当文様を表出するための木箔の被せ方により分類したものであり、

軒丸瓦に例をとると次のようになる。

A型木箔が瓦当面の外縁外周まで及ぶもの。従って、

外周に範痕が残される。これは、木箔が一枚の場

合と、文様の彫りが深い時には二枚の場合とがあ

る。二枚重ねの箔の場合には、外縁外周に上状の

施痕が残ることで確かめられる。

B型木箔が瓦当面の外縁外端までのもので、外端に一

部箔痕が残る。

C型木箔が瓦当文様の内区までしかなく、箔痕は内区木氾が凡当文様の内区までしかなく、箔痕は内区A型

外端、多くの場合、外縁の内側で認められる。こ
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の結果、外縁は不整円形となり、次に述べる一本

造りの方法と組み合わさる時には、瓦当文様まで

切断される場合もある。

こうした近藤氏の分類と、次に述べる瓦当面と筒の接合

方法によって、大まかな技法の分類が可能となる。

I型外枠被せB型の木箔を使い、まず文様面の凹凸が

なくなるほど粘土を入れて文様を出し、さらに瓦

当の厚さを増すための粘土を加える。次に、円筒

形の筒を、木箔の外側から、瓦当文様の一番突出

した部分と同じか、あるいはそれよりもやや深く

置き、瓦当と筒が接合しやすいように外側から叩

きを加える。最後に、丸瓦と同様な形に筒を縦半

分切断する。

Ⅱ型外枠被せB型の木箔を使い、瓦当の厚さほどの粘

土を箔につめて瓦当を形成し、丸瓦を瓦当外縁に

そって接合した後、内外面に支持土をめぐらす。

Ⅲ型外枠被せA総B型の箔に、まず瓦当文様を表出す

るだけの薄い粘土を入れ、次に丸瓦を瓦当裏面に

置き、さらに瓦当面の厚さになるように裏面に粘

土をつぎたし、筒の内外面に支持土を加える。

Ⅳ型外枠被せA紬B型の箔に瓦当面の厚さほどの粘土

をつめて瓦当を形成し、裏面の瓦当外周より、や

や内側に半円形の溝をほって、そこに丸瓦をさし

込むもの。最後に筒内外に支持土を加え補強する。

V型これは、いわゆる一本造りと称されるもので、細

かくは2種に分類しうるo

V－1型瓦当面の厚さが薄い瓦当をつくる。模骨に

粘土を巻き、さらに頂部にも粘土を加えて

叩きしめ、次に頂部に瓦当面をはり合わせ

る。最後に丸瓦の筒になるように余分の筒

を切断する。

V－2型模骨の周囲と頂部に粘土をまき、C型の木

箱を上から押えつけて瓦当文様をつくり、
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筒の余分な所を切断するもの。

軒平瓦の瓦当面の製作技法は、軒丸瓦に準ずる。但しA

型は少く、ほとんどはB型である。瓦当と平瓦の接合のや

り方では、次の4種がある。

I型一枚の平瓦の下部に顎となる粘土帯を付加して瓦I型一ｲ父vﾉ皇fJ2しvノ1，首pトー量貝こびつ不ロエ'市と1u〃Nし〔」》し V－2型

当部をつくり、これを箔に入れて軒平瓦を形成す

：駕急曾嚇撫鰯壷萎Ⅷ
お、この変形として一枚の平瓦の上・下に粘土帯

加えるものもちる。

Ⅱ型噸纏鷲駕駕駕F＝Ⅱ“
え、軒平瓦をつくる。

Ⅲ型木箔に瓦当の厚さほどの粘土をつめ、その裏面に

灘ほって先端を加工した平瓦を誉し込み上陰＝Ⅲ“下に支持土を加える。

Ⅳ型一枚の平瓦の先端部を木箔に押し込んで瓦当面を

つくり、そのまま平瓦を折り曲げて軒平瓦をつく

燕篭鴛鱒鰯鰯震．『＝Ⅳ“
ていない。

九州地方でみられる軒丸瓦は、上述したI．Ⅱ．Ⅲ．Ⅳ型の接合方法でつくられるもののみ

である。そのうちⅡ型については、今のところよく分らない。I．Ⅲ型は木箱の彫りが深いも

の、いいかえれば、外縁が高く、内区文様が隆起したり、外縁内側に鋸歯文などの文様を配す

るタイプに多い。陳内廃寺では、この1．Ⅲ．Ⅳ型のいずれもが、軒平瓦とセットの型で出土

している。単弁8葉の蓮華文軒丸瓦はI型、老司タイプの複弁8葉蓮華文軒丸瓦はⅢ型、鴻臆

館タイプの複弁8葉蓮華文軒丸瓦はⅣ型である。すなわち、陳内廃寺にみられる瓦の製作技法

が、熊本における瓦の製作技法のすべてといってよい。熊本における軒丸瓦の下部の裏面に外

縁と同様に凸状の突出がみられる。すなわち、I型では筒の切断が瓦当よりも高い所で行われ

た時におこるものであり、Ⅲ型では、外縁内側の鋸歯文を表出するために、箔の外縁部にまず

粘土紐をあて、次に内区等の文様帯に粘土をつめ、筒を置いた後に内部に粘土を枠よりも低く

つめたためにおこるものである。このことからⅢ型の場合、木箱が二枚重ねて使われた可能,性

もあるが、その証跡は、今指摘することはできない。
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I型の接合法でつくられた瓦は、陳内廃寺の他に、浄水寺・岡遺跡・池辺寺・興善寺・託麻

郡家跡にみることができ、Ⅲ型は十蓮寺・浄水寺・国分寺・国分尼寺・田島廃寺・中村廃寺・

菊池郡家跡・立願寺廃寺・稲佐廃寺・平原窯跡・興善寺・渡鹿廃寺などで出土している。Ⅳ型

は鴻臆館タイプの瓦がそれにあたり、陳内廃寺・浄水寺・国分寺・国分尼寺・古保山廃寺・稲

佐廃寺・興善寺などでの出土をみる。

軒平瓦は熊本の場合、ほとんどが、重弧文軒平瓦にその典型をみるように、一枚の平瓦の下

部に顎として粘土帯を付加してつくるものであり、この伝統が永く引き継がれてゆく。

畿内での瓦の技法は変遷をみてゆくと、I→Ⅲ→Ⅳ型の変化をたどりうるが、熊本では最も

古いと思われる陳内廃寺に3種が共存し、浄水寺や興善寺にも出土していることなどからすれ

ば、技法がほとんど時代差なく存することとなる。従って、これらの技法が一番古くからみら

れる陳内廃寺での、平・丸瓦との組合せの分折によって、共存が真なのか、時代差が真なのか

把握しうるのではないか。

以上の製作技法上の特徴を中心に各遺跡出土の古瓦の系統をたどってみることにする。

今、寺院跡を中心に出土する軒先瓦について概観すると、大きく3つの系統をたどることが

できるようである。すなわち、

(1)陳内廃寺系古瓦

(2)立願寺廃寺系古瓦

(3)肥後国分寺系古瓦

の3系である（文末瓦当拓本参照）。

陳内廃寺系古瓦に含まれるものは、陳内廃寺出土の老司式複弁8葉蓮華文軒丸瓦と屍行唐草

文軒平瓦のセット（1．2）・鴻臆館式複弁8葉蓮華文軒丸瓦と均整唐草文軒平瓦のセット(3

・4）・蛍弁8葉蓮華文軒丸瓦と重弧文軒平瓦のセット（7．8）の3種の古瓦と、それぞれ

を祖形として派生したと考えられる次の古瓦である。

○平原瓦窯跡出土の複弁8葉蓮華文軒丸瓦と屍行唐草文軒平瓦のセット（18．9）

○託麻郡家跡出土の単弁8葉蓮華文軒丸瓦（9～11）

○渡鹿廃寺出土の複弁8葉蓮華文軒丸瓦と均整唐草文軒平瓦のセット2種類(12．13，14．15）

及び複弁6葉蓮華文軒丸瓦と鋸歯文軒平瓦のセット（16．17）

○興善寺廃寺出土の複弁8葉蓮華文軒丸瓦と均整唐草文軒丸瓦のセット（20．21）及び、単弁

8葉蓮華文軒丸瓦と重弧文軒平瓦のセット（22．23）

○浄水寺跡出土の複弁8葉蓮華文軒丸瓦と肩行庫草文軒平瓦のセット（24．25）

以上が含まれる。

このうち、特に注目されるのは、渡鹿廃寺出土複弁8葉蓮華文軒丸瓦と均整唐草文軒平瓦の

セットのである。軒丸瓦は、いわゆる鴻鵬館式複弁8葉蓮華文軒丸瓦の外縁に鋸歯文を施した
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形をとるが、これは陳内廃寺における老司式複弁8葉蓮華文軒丸瓦と淵慮館式複弁8葉蓮華文

軒丸瓦が、お互いに影響じた結果と考えられる。また、軒丸瓦にみられる唐草の向きの逆転は、

祖形となった陳内廃寺の均整唐草文軒平瓦が、すでに逆転現象を示していることを考えると、

文様の伝わり方を考える上で興味深い。

興善寺廃寺出土の複弁8葉蓮華文軒丸瓦は中房の蓮子数が著しく多くなり、蓮弁端が離れ一

見単弁風であるが複弁を意図したものと考えられ、また外縁に線鋸歯文を施してあることから、

陳内廃寺出土の老司式古瓦からの派生とみなした。軒平瓦についても、均整であるにもかかわ

らず、そのモティーフは老司系の扇行唐草文の片側半分を折り返したものと考えられるので、

これも陳内廃寺系とした。

立願寺廃寺系古瓦には、立願寺廃寺出土の複弁8葉蓮華文軒丸瓦と扇行唐草文軒丸瓦のセッ

ト5種類（26．27，．28．29，30．31，32．33，34．35）と単弁8葉蓮華文軒丸瓦と重弧文軒平

瓦のセット（36．37）及び、それらから変化したと思われる稲佐廃寺出土の複弁8葉蓮華文軒

丸瓦（38）、複弁8葉蓮華文軒丸瓦と肩行唐草文軒平瓦のセット（40．41）、高橋町出土の複

弁8葉蓮華文軒丸瓦（48）が含まれる。

肥後国分寺系古瓦には、肥後国分寺出土の複弁8葉蓮華文軒丸瓦と均整唐草文軒平瓦のセッ

ト（50．51）、複弁4葉蓮華文軒丸瓦と均整唐草文軒平瓦のセット（57．58と同形）、肥後国

分尼寺出土の単弁8葉蓮華文軒丸瓦（73と同形）及びその変化形態を含む。

肥後国分寺出土の複弁8葉蓮華文軒丸瓦の変化形態としては、託麻郡家跡出土の複弁8葉蓮

華文（63）、古保山廃寺出土の複弁8葉蓮華文軒丸瓦（61）、十蓮寺出土複弁8葉蓮華文軒丸

瓦2種類（64．66）、菊池郡家出土の複弁蓮華文軒丸瓦（69．70）等が含まれる。

複弁4葉蓮華文軒丸瓦の変化形態と考えられるものには、肥後国分寺出土の単弁蓮華文軒丸

瓦4種（53～56）、田島廃寺出土単弁蓮華文軒丸瓦（71）、池辺寺出土単弁17葉蓮華文軒丸瓦

（78）等が含まれる。

肥後国分尼寺出土の単弁8葉蓮華文軒丸瓦の系統には、池辺寺出土の単弁8葉蓮華文軒丸瓦

（73）、岡遺跡出土の単弁8葉蓮華文軒丸瓦（75）、浄水寺跡出土の単弁蓮華文軒丸瓦（77）

等が含まれる。

以上のように、肥後の古瓦は、陳内廃寺、立願寺廃寺、肥後国分寺、国分尼寺の創建を契機

として、展開されていったのであるが、それは、およそ、どれくらいの時期にあてられるであ

ろうか。

まず、陳内廃寺は、老司式・鴻臆館式・単弁形式の3種類のセットを持つ。

老司式は､･藤原宮式を祖形とすることと、大宰府の整備の過程で成立したことを考えるとそ

の時期は、およそ8世紀初頭と考えられる。

鴻臆館式は、興福寺の瓦に似ているが、それより先行するといわれ、やはり8世紀のごく早
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い時期のものであろう。

陳内廃寺においては、どちらもあまり変化しない形で受容されている点、陳内廃寺が法起寺

式（特に、金堂が東に開く観世音寺式）の伽藍配置をとる点など、観世音寺の影響を強く受け

ていることは、うたがいない。

観世音寺の性格を考えれば、陳内廃寺は、その創建年代をさかのぼることはないと思われる。

おそらくは、観世音寺、大宰府政府の造営が、ほぼ完成した時期に、肥後へ、大宰府からの

工人集団の移動があったものと思われる。

従って、陳内廃寺の創建は、早くとも8世紀前半と思われる。

なお、単弁8葉蓮華文軒丸瓦及び重弧文軒平瓦については、不明な点が多いが、松本雅明氏

のいうように、補修瓦と考えられるが、老司式と鴻臆館式は、その伝播の状況から考えて、あ

まり時期を異にせずに使用されたと思われることから、単弁軒丸瓦の時期は、さらに下るもの

と思われる。

肥後国分寺に関しては、『続日本紀』に次の記載がある◎天平勝宝8年（756)12月「己亥・

越後・丹波・丹後・但馬・因幡・伯蓄・出雲・石見・美作・備前・備中・備後・安芸・周防・

長門・紀伊・阿波・讃岐・伊予・土左・筑後・肥前・肥後・豊前・豊後・日向等26国、国別に

潅頂幡一具、道場幡49首、緋綱2条を領ち下す。以って周忌の御斎荘筋に充て、用ひ了れぱ金

光明寺に収め置き、永く寺物と為し、事に随ひて出し用ひよ･」

これによると､756年までには、国分寺の主要堂宇は完成していたものと思われる。

立願寺廃寺の創建に関しては、指標となるものに欠けるが、肥後国分寺・国分尼寺にみられ

る、複弁4葉蓮華文軒丸瓦の蓮弁と外区にめぐらした唐草の手法が、おそらく立願寺廃寺の軒

丸瓦の影響を受けたものと思えることから、国分寺の創建時には、すでに完成していたのでは

ないだろうか。

浄水寺跡に関しては、境内に残されている石碑の碑文により、その創建年代は､790年である

ことがわかっている。

奈良時代前半の陳内廃寺の建立にはじまった肥後の寺院造営は、ほぼ時を同じくして、立願

寺廃寺、国分寺・国分尼寺の完成をみたものと思われる。

陳内廃寺は、その出土瓦の種類が限られていることから、存続期間は、あまり長くはなかっ

たのであろう。

それに対して、国分寺からは、軒丸瓦9種軒平瓦9種が、現在まで知られている。

この軒瓦の種類の多さは、存続期間が長期に及んだことを示すとともに、国分寺の創建・修

復に際して、肥後国内各地からの瓦の供給があったことを示すものではないだろうか。

先に述べた、3つの古瓦の系統のうち、最も広範に展開しているのは、国分寺系の古瓦であ

った。
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井上薫氏は、『奈良朝仏教史の研究』の中で、国分寺の造営を三期に区分し、第’期を天平9

年～20年、第2期を天平勝宝元年～天平宝字7年、第3期を天平宝字8年～延暦3年としてい

る。井上氏によれば、第一期は、封戸・正税・寺田・寺地などを施入し、国司と国師を督励す

るとともに､催検使を派遣し郡司に造営を主当させるように命じた時期であり､第2期は､郡

司ら帥方豪族による協力があらわれ、造営がかなり進歩した国もある時期、第3期は、ほぼ国

分寺の完成した時期とされている。

肥後国分寺の創建は、第2期にあたり、その造営に対する郡司らの地方豪族の協力のあらわ

れが、瓦の供給にあったのではないだろうか。

従って、国分寺の造営が、一段落した時点に、逆に、郡司層による寺院造営が活発になった

結果が、古保山廃寺、託麻郡家跡、十蓮寺、菊池郡家跡にみられる、国分寺系古瓦の分布にあ

らわれているのであろう。

こうして、奈良時代中期から後期にかけて、最も活発となった、肥後の寺院造営は、浄水寺

の建立によって、ひとつの区切りを与えられた形になる。

浄水寺は、肥後において、ただ1例、私寺であることが、はっきりしている寺院である。し

かも、この寺は、その碑文から明らかなように、826年には、400町に近い私有地（荘園）を有

していた。それは、墾田をさかんに行った結果であるが、それだけの権威と財力をこの寺院が

持っていた、その経済的な裏づけはなんであったか。それは、八の瀬戸・西山・陳ノ平といっ

た巣林山に広がる窯跡群と、当尾・川床・びわだ．曲野といった松橋方面に広がる窯跡群とを

掌握していたからであろう。

この一大窯業地帯は、古墳時代後半から、奈良・平安時代、さらには中世にまで至る、肥後

の窯業の中心となった地域である。

この経済力を背景として、荘園を殖していった浄水寺は、828年､定額寺院としての地位を得

るまでに至ったのである。
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（）内は推定軒丸瓦一覧表

’
”●

(註）番号はP192～199の古瓦拓影の番号と対応する。
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内 区 中房 外区内縁 外区外縁 出土地 同形瓦

１
３
５
６
７
９
加
皿
旭
叫
陥
岨
別
躯
別
朋
朋
帥
躯
弘
茄
銘
仙
．
蛇
鳴
仏
妬
姐
偲
馳
駆
弱
別
弱
弱
師
団
闘
刷
髄
的
刊
刊
氾
乃
両
沌

複弁8葉蓮華文

ケ
ケ

単弁8葉蓮華文

多
多
多
少

複弁8葉蓮華文
〃

複弁6葉蓮華文

複弁8葉蓮華文
ケ

単弁8葉蓮華文

複弁8葉蓮華文

参
参
多
多
少

単弁8葉蓮華文

複弁8葉蓮華文
少

唐 草文
〃

単弁蓮華文
ク

複弁8葉蓮華文

鬼面文

複弁8葉蓮華文
ク

単弁8葉蓮華文

ク
ケ

単弁10葉蓮華文

複弁4葉蓮華文

複弁8葉蓮華文

ク
ケ
〃

（〃）

（〃）

単弁8葉蓮華文

単弁8葉蓮華文
少

（ 〃）

単弁17葉蓮華文

1＋5＋10

1＋4＋8

－

－

4 ．

ク

ク。

ク

1＋4＋8

少

(1＋6）

1＋5＋9

(37）

4

1＋8＋8

21

1＋5＋10

1＋6

－

－

－

(1＋5＋9）
－

一

－

一
一
1＋4＋8

一

(1＋6）
－

一

４
５
８

＋
＋
十

１
１
１

(1＋8）

1＋7＋7

1＋6＋9

－

(1＋7）

４
６
６

＋
＋
＋

１
１
１

一

1＋7

珠文

多
多

一

珠文

ク
ク
ク
ク

一
一
一
唐草文

一
一
一
一
一
一

文
縁
文
文
文
文
文
文
文
文
縁
文
縁
文
縁

縁

歯
歯
圏
一
一
圏
歯
ク
ク
ク
ク
圏
一
歯
一
歯
一
歯
一
〃
’
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
圏
ク
ク
ク
ク
－
圏
ク
ク
ク

鋸
素
鋸
重
重
鋸
重
鋸
鋸
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素
素
重
素
重
素

陳内廃寺

多
少
ク
ケ

託麻郡家

多
少

渡鹿廃寺

ク
ク

平原窯跡

興善寺廃寺
〃

浄水寺跡

立願寺廃寺

ク
ク
ク
ク
参

稲佐廃寺

多
少
ケ
ク

中村廃寺

高橋町

立願寺廃寺

肥後国分寺

ケ
ケ
少
少
ク
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古保山廃寺

託麻郡家

十蓮寺

参

菊池郡家

ケ

田島廃寺

池辺寺跡

岡遺跡

浄水寺跡

池辺寺跡

肥後国分尼寺

池辺寺付近

閏雰電等寺．

肥後国分尼寺

肥後国分尼寺



軒平瓦一覧表 （）内は推定

(註）番号はP192～199の古瓦拓影の番号と対応する。
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内 区 上外区 下外区 脇区 断面形 出土地 同形瓦 軒丸瓦と
の組合せ

２
４
８
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５
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９
１
３
５
７
９
１
３
５
７
９
１
５
７
１
８
９
０
２
５
７
８
２
４
６

１
１
１
１
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
４
４
４
５
５
５
６
６
６
６
６
７
７
７

）

）

文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文

草
草
草
草
草
草
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草
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草

唐
唐
弧
唐
〃
歯
唐
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弧
唐
ク
ク
ク
ク
ク
弧
唐
〃
唐
唐
ク
ク
ク
唐
ク
ク
ク
草
〃

行
整
整
行
整
行
行
整
整
行

扇
均
重
均
鋸
扇
均
重
肩
重
扇
均
均
屍
唐

（

（

珠文

参

葱
：
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…
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無
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／
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／
／
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縁
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／
／

／
》
一
癖
〃
〃
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〃
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一
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〃

ケ．
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無

多
少
ク
ケ
〃

顎
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－

－
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少
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段 顎

ク
ク

一
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一

段顎

ケ
ケ
〃

一
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ク
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多
多
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〃
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ケ
ク
ク
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ク
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多
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ク
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ク
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Ｍ
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伽
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刷
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陳内廃寺系古瓦
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肥後国分寺系古瓦
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